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天 
冬
晴
れ
の
空
ご
と
磨
く
サ
ッ
シ
か
な 

（霊
峰
）七
点 

地 
鯛
焼
き
を
割
って
新
婚
の
如
く
分
け 

（霊
峰
）六
点 

地 

枯
葉
散
り
に
は
か
に
空
の
広
が
れ
り 

（宗
道
）六
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地 

陽
だ
ま
り
に
身
を
寄
せ
合
ふ
て
石
蕗
の
花 

（宗
道
）六
点 

地 

地
下
足
袋
の
男
ら
囲
む
暖
炉
か
な 

（淨
淵
）六
点 

人 

山
裾
を
彩
り
静
か
冬
紅
葉 

（寶
州
）五
点 

 

1 

友
の
死
に
思
わ
ず
溜
息
夕
時
雨
（
寶
州
）
１ 

 

2 

青
々
と
聖
夜
リ
ー
ス
の
暖
か
し
（
白
堂
）
４ 

3 

忙
中
の
閑
の
縁
側
室
の
花
（
淨
淵
）
１ 

4 

冬
の
風
お
山
を
白
く
し
て
通
る
（
真
光
）
１ 

5 

冬
晴
れ
の
空
ご
と
磨
く
サ
ッ
シ
か
な
（
霊
峰
）
７ 

6 

葉
を
落
と
し
枯
木
素
顔
を
見
せ
に
け
り
（
宗
道
） 

7 

霜
月
も
早
晦
日
な
り
今
年
か
な
（
寶
州
） 

 

8 

鯛
焼
き
を
割
っ
て
新
婚
の
如
く
分
け
（
霊
峰
）
６ 

9 

枯
葉
散
り
に
は
か
に
空
の
広
が
れ
り
（
宗
道
）
６ 

10 

冬
落
葉
ふ
み
し
め
る
音
に
師
の
歴
史
（
令
香
）
１ 

11 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
焙
り
し
酒
肴
（
淨
淵
）
２ 

12 

お
お
ま
じ
め
背
中
を
た
た
く
北
の
風
（
真
光
）
１ 

13 

陽
だ
ま
り
に
身
を
寄
せ
合
ふ
て
石
蕗
の
花
（
宗
道
）
６ 

14 

師
走
入
り
あ
っ
と
い
う
間
の
速
さ
か
な
（
無
傳
） 

15 

初
霜
に
去
年
の
メ
ジ
ロ
か
舞
い
来
た
り
（
白
堂
）
１ 

16 

病
室
の
掃
除
婦
泣
か
せ
や
室
の
花
（
淨
淵
） 

17 

木
枯
し
に
顔
向
け
て
ゐ
る
仏
か
な
（
霊
峰
）
４ 

18 

お
隣
へ
越
境
し
た
ま
ま
蔦
枯
る
る
（
宗
道
）
３ 

19 

地
下
足
袋
の
男
ら
囲
む
暖
炉
か
な
（
淨
淵
）
６ 

20 

出
版
の
祝
い
に
集
ふ
年
の
暮
れ
（
寶
州
） 

21 

あ
さ
七
時
か
ぶ
り
に
届
く
白
い
息
（
真
光
）
１ 

22 

小
三
治
の
夜
泣
饂
飩
に
腹
が
鳴
り
（
霊
峰
）
４ 

23 

天
平
の
鐘
ず
つ
し
り
と
冬
木
立
（
宗
道
）
４ 

24 

山
裾
を
彩
り
静
か
冬
紅
葉
（
寶
州
）
５ 

25 

百
歳
の
祝
い
に
甘
酒
供
え
た
り
（
白
堂
）
２ 

26 

い
い
湯
か
げ
ん
で
す
に
か
き
ま
ぜ
た
か
と
師
の
こ
だ
ま
（
令
香
） 

27 

寒
椿
暑
さ
寒
さ
を
気
に
も
せ
ず
（
無
傳
）
４ 

28 

熱
燗
の
徳
利
の
首
の
細
さ
か
な
（
霊
峰
）
３ 

29 
 

俳
句
誌
の
終
刊
通
知
師
走
か
な
（
寶
州
）
２ 

30 

壁
に
手
を
突
き
靴
脱
ぐ
や
十
二
月
（
真
光
）
３ 

31 

師
走
入
り
今
年
ベ
ス
ト
の
寒
さ
か
な
（
無
傳
） 

32 

お
隣
の
室
の
花
見
て
日
暮
ら
し
ぬ
（
淨
淵
）
２ 

33 

欠
席
便
暮
れ
の
挙
式
を
伝
え
来
る
（
白
堂
） 

※ 

新
年
第
一
回
一
月
句
会
の
投
句
締
め
切
り
は
、 

一
月
十
七
日
（
土
）
で
す
。 


